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Studies on Components of Usneaceae in Hokkaido II 
On Components Soluble in Ether 
Hisatsugu Sato 
Abstract 
Lichens bεIonging to usneaceae in Hokkaido were extracted by ether， and 
d-usnic acid anヨsomedepsides 'Nere separated from the ex:tract， d-usnic acid， 
a y巴Ilowcompound， was commonly obtained from al Iich己ns. But depsides， on 
the contrary， were found in some sp巴こi."sbut not in others. The al1thor separated 
and identified diffr且ctaicacid in Usnea diffracta Wain， an i ba1'batic acid 01' an 
nnknown Iichen acid in some spec;es o! Usn巴aIonglssima Ach. Some speci巴sof 
Usn3a Iongissima did not contain any depside. The n日wlyseparateヨIichenacid 
was decomposeヨtorhizonic acid andβ-ordn by strong alkali， and a tentative 
structur旦1formula for the substanc巴 wasproposed as the result. Th凸 author





No.l Usnea diffracta Wal:n. 
No. 2 Usnea longissima Acみ.
No.3 Usnea longissma Actt. var， yesoensis Y. Asaitina. 
No.l及No.2に近縁なる種属と思われる地衣のデプシドに就ては，古く Hesse1の束アフリカ
産 U.longissimaに関するものが:!b1) ，朝比奈及協力者2も本州産の U.longis:::imaAchより
ウスエン酸とパノレパチン酸を，梓太産8のウスネア属からウスニン酸とヱヴヱルン自主を分離証
※ 第1報:本研究報告 1， 613 (1954) 
1 Hess~: J. prakt. Chem， (2) 73， 120 (1906) 
2 朝出奈，塚本;薬学雑誌!53， l326 (19;:11) 
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さて著者の使用した地衣について，そのエーテル抽出物を検するに，No.l即ちUsneadiff-
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北海通産ウスネ7属地衣類の成分に関する研究
地衣成分合有率表 (エ F テル抽出物)
(乾燥原斜に対する%)
621 
試料記号 産 地 ウスニン酸 ジフラクタ酸 パルスチシ殴
No. 1ー l 空 沼 4設 2.3 6.0 
No. 1 -2 無意 根 山 2. 7 5.6 
No. 1 -3 砥 石 山 5.6 2.4 一
No. 1 -4 旭川 附近 3、5 4.8 
No. 2ー 1 無意根山 (中腹〉 4.6 一 2.8 
No. 2 - 2 " (頂上〉 4.9 1.0 
No. 2 - 3 空沼獄(中腹) 3.3 1.5(mp192") 
No. 3ー I " (頂上) 3.6 
No. 3 - 2 手稲山(頂上) 6.4 
No. 3 - 3 釧路国標茶附近 2.8 一
ジフラクタ酸及びパルパチン酸については，諸種の呈色反応，分解生成物並に元素分椋の結
果に基き，文献所載と一致することによってこれを確認した。













































H20 : 1.460mg 
H : 4.57% 
H : 4.60% 
文献所載の d-ワスニン酸に疑いない。
CO2 : 8，178mg 
C : 62，44% 















































































CO2: 7.298mg H20: 1.892mg 
C: 62.94% H: 6.64% 
















CO2 : 7.076mg 













































































質 0.0297g AgI. 0.0194g 
C18H日06 (OCH.)としての計算値
物
リによる分解苛性カ
本品2gを20%苛性カリj容液を用い，ジフラクグ酸の場合と同様にして， 3時間加水分解した。
常法に従い重炭酸カリ静液を以て酸性物質を分離し，更に苛性カリ溶液を以てフエノ{ル性物
質を抽出した。
ワグニン酸:一重炭酸カリ溶液をヱ{テルで2回洗瀧L，塩酸で酸性にすれば白濁する。
こ}1，l:"工-r/レに伝容し，無7Jd士硝で髄7Jく後ヱーテルを溜去すれば白色結晶が残溜する。得
量0.4g。稀薄アルコール溶液から再結晶すれば白色方形の結晶を得る。融点2330C。塩化鉄反
H20: 2.106mg 
H: 6.14% 
H: 6.17% 
CO2: 8.487mg 
C: 60.72% 
C: 61.22}~ 
応は暗紫色で、ある。
析
3. 812mg 
素分
質
析値
算値
????
(C1oH120.) 
エーテルで振β戸オ}vチン:一苛性カリ溶液に転溶したフヱノー}v性物質は塩酸酸性となし，
ヱーテルを溜去すれば，黄褐色物質を残すo ij'えから脱色再結して白色針状結晶を得た。取し，
塩化鉄反応は暗青色，漂白粉溶液では血色の呈色反応があった。 βmオルチンの試融点1620C，
料と混融しても融点降下を見なかった。
括総
全部に亘って黄色物北海道産ウスネア属地衣類の数種についてヱ{テル可溶性成分を調べ，
しかしヱーテルに可i容でクロロフオルムに不溶な成分，即ちデプシド質d-ウスニン酸を得た。
又は全然デプシドを含まぬ品種もあることを知った。デは，品質によって異る物質が得られ，
プシドとしては，ジフラクグ酸，パルパチン酸を証明し，その他未知の物質として，融点1920Cの
ものを分離してこれに対しーの構造式を考えた。
本研究に当り北大教授杉野目晴貞博士の御援助をうけたこと多大である。主主に記して深甚の
謝意を表するものであるO
向本研究は著者が北海道大学在職中にその一部を行ったものである。
(昭和29年6月15日受付〉
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